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就
職
だ
よ
り

〈
３
年
次
生
へ
〉
今
月
か

ら
来
月
に
か
け
て
、
企
業
研

究
・
業
界
研
究
が
一
気
に
進

む
と
思
わ
れ
ま
す
。
進
展
状

況
は
い
か
が
で
す
か
？

　
２
月
下
旬
に
「
内
定
者
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
ラ

イ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。
就

職
活
動
を
終
え
た
４
年
次
生

が
、「
学
生
就
職
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

助
言
を
し
て
く
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
就
職
活
動
に
関
す
る

質
問
・
疑
問
に
も
、
先
輩
方

が
快
く
答
え
て
く
れ
ま
す
。

予
約
不
要
で
す
。
昼
の
ひ
と

時
に
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
主
に
公
務
員
採
用

試
験
受
験
予
定
者
を
対
象

に
、
２
月
16
日
（
火
）
よ
り

「
公
務
員
等
業
務
説
明
会
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま

す
。
積
極
的
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
課
で
は
、
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
詳
細
を
ポ
ー
タ
ル
で

発
信
し
て
い
ま
す
。

〈
４
年
次
生
へ
〉就
職
活
動

を
継
続
し
て
い
る
人
は
、
ぜ

ひ
一
度
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

課
の「
就
職
相
談
」を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
思

い
や
悩
み
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。
採
用
活
動
継
続
中
の

企
業
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。
諦

め
ず
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

　
公
務
員
試
験
講
座
を
受
講

し
、
国
税
専
門
官
試
験
に
合

格
し
た
前
田
麻
瑚
さ
ん
（
文

４
）
が
合
格
ま
で
の
道
の
り

を
語
っ
た
。

◇
　
◇
　
◇

　
大
学
入
学
当
初
は
将
来
の

進
路
に
つ
い
て
漠
然
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
両
親
の
勧
め

も
あ
り
、
公
務
員
試
験
の
重

要
科
目
が
学
習
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
１
年
次
か
ら
公

務
員
試
験
講
座
を
受
講
し
ま

し
た
。

　
２
年
次
で

公
務
員
に
絞

る
こ
と
を
決

め
、
採
用
試

験
に
必
要
な

多
く
の
科
目

の
学
習
に
取

り
組
み
ま
し

た
。
静
岡
県
三
島
市
か
ら
の

通
学
は
大
変
で
し
た
が
、
毎

日
必
ず
授
業
を
入
れ
て
、
授

業
が
な
い
時
限
や
放
課
後
は

図
書
館
な
ど
で
勉
強
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
、
学
習
が
で
き
る
場
所

が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
か
な

り
落
ち
込
み
ま
し
た
。
行
動

が
制
約
さ
れ
る
中
で
も
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

過
去
問
題
集
を
借
り
る
な
ど

「
密
」
を
避
け
て
外
出
す
る

こ
と
で
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
講
座
の
仲
間
と
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
や
り
と
り
で
救

わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
か
ら
８
月
中
旬
ま
で

は
、
毎
週
末
が
試
験
。
初
め

て
の
受
験
で
は
解
答
時
間
が

足
り
ず
に
焦
り
ま
し
た
が
、

徐
々
に
要
領
を
つ
か
み
、
多

く
の
受
験
を
経
験
し
た
こ
と

で
力
が
つ
き
ま
し
た
。

　
第
１
志
望
の
国
税
専
門
官

試
験
に
合
格
し
、
国
税
の
仕

事
に
就
く
こ
と
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
納
税

は
、
国
民
一
人
一
人
に
課
せ

ら
れ
る
大
事
な
こ
と
だ
と
自

覚
し
て
、
適
切
な
納
税
の
一

翼
を
担
え
る
人
材
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
公
務
員
試
験
講
座
は
、
外

部
の
受
験
指
導
専
門
学
校
と

は
異
な
り
、
受
講
し
て
い
る

仲
間
や
講
師
、
職
員
の
方
々

と
の
つ
な
が
り
が
と
て
も
強

く
、
私
を
励
ま
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
で
後
押
し
し
、

合
格
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
講
座
だ
か
ら
こ
そ

合
格
で
き
た
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

募
集
ガ
イ
ダ
ン
ス

21
年
度
講
座

　
公
務
員
試
験
講
座
の
２
０

２
１
年
度
募
集
ガ
イ
ダ
ン
ス

は
３
月
下
旬
に
開
催
の
予

定
。
ポ
ー
タ
ル
ま
た
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し

ま
す
。

　
公
務
員
試
験
の
本
格
的
な

学
習
は
２
年
次
か
ら
で
す
の

で
、
１
年
次
に
受
講
が
で
き

　
本
学
で
は
、
公
務
員
を
目

指
す
学
生
の
た
め
に
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
開

発
し
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
公
務
員
試
験
講
座
」
を
開

講
し
、
今
年
度
で
25
年
目
を

迎
え
た
。
専
任
講
師
陣
に
よ

る
計
画
的
か
つ
合
理
的
な
シ

ス
テ
ム
で
合
格
ま
で
徹
底
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
　

　
今
年
度
は
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
で
過
去
最
多

の
８
人
が
最
終
合
格
を
果
た

し
た
。
ま
た
、
一
般
職
試
験

で
は
56
人
、専
門
職
試
験
（
法

務
省
専
門
職
員
、
国
税
専
門

官
、労
働
基
準
監
督
官
）
で
は

１
１
０
人
が
最
終
合
格
。
地

方
公
務
員
で
も
例
年
以
上
に

合
格
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　
大
学
院
か
ら
25
年
間
、
台
湾
の
大
学
で
研
究
し

ま
し
た
。
台
湾
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
日
系
デ
パ

ー
ト
な
ど
に
は
、
日
本
の
会
社
を
定
年
退
職
し
た

日
本
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
20
年
ほ
ど
前
の
話
で

す
。
日
本
の
産
業
界
が
、
台
湾
を
含
む
東
ア
ジ
ア

へ
の
技
術
移
転
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

の
で
す
。

　
今
は
こ
れ
と
逆
の
現
象
が
お
き
て
い
ま
す
。
台

湾
や
韓
国
で
エ
リ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
新
卒
の
学
生

が
、
日
本
で
の
就
職
を
希
望
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
、人
材
紹
介
会
社
が
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
台
湾
は
実
力
主
義
で
給
与
水
準
は
総
じ
て
低
い

た
め
、
労
働
環
境
が
安
定
し
、
給
与
水
準
も
高
く

社
員
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
日
本
の
企
業
に

魅
力
を
感
じ
る
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で

日
本
の
企
業
か
ら
す
る
と
、
語
学
力
の
あ
る
海
外

の
若
者
は
即
戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。
現
在

は
コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
往
来
は
止
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
流
れ
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

海
外
在
住
の
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
で
日
本
の
企
業
で

働
く
こ
と
も
で
き
る
し
、
優
秀
な
人
材
を
ス
ト
ッ

ク
し
て
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
正
式
に
雇
用
す
る

こ
と
も
あ
る
。
人
材
交
流
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
や
り
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
の
動
向

に
つ
い
て
特
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
で
は
、
東
ア
ジ
ア
で
国
境
を
超
え
て
活
躍

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
、
人
材
紹
介
会
社
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
人
材
紹

介
会
社
を
通
じ
た
求
職
活
動
が
近
年
増
加
し
た
社

会
的
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
各
国
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
争
奪

戦
は
激
し
く
な
り
ま
す
。
と
も
す
れ
ば
実
力
主
義

に
軸
足
を
移
そ
う
と
し
て
い
る
日
本
の
企
業
や
政

府
で
す
が
、
安
定
し
た
日
本
的
雇
用
の
良
さ
を
も

っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
ゼ
ミ
で
は
社
会
問
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

で
解
決
し
よ
う
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
同
じ
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
た
台
湾
の
大

学
生
と
比
べ
て
、
日
本
の
学
生
は
「
社
会
の
た
め

に
」
と
い
う
思
い
が
強
い
。
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

国境超え活躍するグローバル人材

田
畠

真
弓

商
学
部
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
た
ば
た
・
ま
ゆ
み
）
国
立
台
湾
大
学
大
学
院
社
会

研
究
所
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
学
）。
国
立

東
華
大
学
（
台
湾
）、
国
立
台
北
大
学
（
同
）
で
教

鞭
を
執
っ
た
。
専
門
は
国
際
経
営
、
社
会
学
。

訃
　
　
報

正
村
公
宏
氏
（
ま
さ
む
ら
・

き
み
ひ
ろ
）
名
誉
教
授
・
元

経
済
学
部
教
授

10
月
11
日
、
88
歳
で
死

去
。
１
９
６
８
年
か
ら
２
０

０
２
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

経
済
政
策
。

　
２
０
２
０
年
の
司
法
試
験
結
果
が
１

月
20
日
、
法
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
、
専

修
大
学
法
科
大
学
院
修
了
者
か
ら
８
人

が
合
格
し
た
。

　
司
法
試
験
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
試
験
日
程
が
変
更
さ

れ
、
合
格
発
表
も
例
年
よ
り
４
カ
月
遅

れ
と
な
っ
た
。

　
合
格
者
は
次
の
皆
さ
ん
。（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
法
科
大
学
院
修
了
年
）

武
田
礼
子
（
平
28
）
▽
吉
野
大
地
（
平

29
）
▽
柏
木
奨
愛
（
平
31
）
▽
工
藤
萌

美
（
平
31
）
▽
赤
平
孝
太
（
平
31
）
▽

伊
佐
山
哲
郎
（
平
31
）
▽
榎
本
理
恵

（
令
２
）
▽
小
森
彩
乃
（
令
２
）

12
月
18
日
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
部
の
第
３
回
オ
ン
ラ

イ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
課

外
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
異
文
化
交
流

の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
の
グ
ロ
ー
バ

ル
フ
ロ
ア
か
ら
発
信
。
同
学
部
の

教
員
が
、
授
業
と
は
異
な
る
視
点

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
圏
の
特

色
や
文
化
な
ど
を
教
員
自
身
の
専

攻
と
絡
め
な
が
ら
解
説
す
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「『
お
た
く
』

の
研
究
‥
過
去
・
現
在
・
未
来
」。専

大
生
の
ほ
か
、
世
界
各
国
か
ら
約

40
人
が
参
加
。
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

研
究
の
第
一
人
者
の
パ
ト
リ
ッ
ク

・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
講
師
が
、
お
た

く
文
化
に
つ
い
て
英
語
と
日

本
語
を
併
用
し
て
話
し
た
。

　
土
屋
昌
明
教
授
は
「
学
生

は
自
分
が
学
ん
で
い
る
科
目

の
言
語
に
偏
り
が
ち
だ
が
、

い
ろ
い
ろ
な
言
葉
や
異
文
化

に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
大

事
。
こ
れ
か
ら
も
語
学
力
を

生
か
し
て
異
文
化
の
研
究
を

し
て
い
る
研
究
者
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
発
信
す
る
の
で
視
野

を
広
め
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

た
。

司法試験８人が難関突破

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ア
か
ら
発
信

国
コ
ミ
ュ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

講演するガルブレイス講師（左）と土屋教授

講
座
で
の
取
り
組
み
を
話
す
前
田
さ
ん

開
講
25
年
目

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー「
公
務
員
試
験
講
座
」

仲
間
や
講
師
の
励
ま
し
が
力
に

国
税
専
門
官
試
験
合
格
の
前
田
麻
瑚
さ
ん（
文
４
）

柏
木
奨
愛
さ
ん

吉
野
大
地
さ
ん

赤
平
孝
太
さ
ん

工
藤
萌
美
さ
ん

榎
本
理
恵
さ
ん

伊
佐
山
哲
郎
さ
ん

「
集
中
で
き
た
キ
ャ
レ
ル
」
小
森
さ
ん

　
専
大
法
学
部
卒
業
後
、
法
科
大
学
院

で
学
び
、
司
法
試
験
に
合
格
し
た
小
森

彩
乃
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　
専
大
法
学
部
入
学
前
か
ら
法
曹
に
憧

れ
、
１
年
次
か
ら
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
法
律
総
合
講
座
を
受
講
し

ま
し
た
。
講
師
を
務
め
る
現
役
の
弁
護

士
の
方
々
に
、
基
礎
的
な
知
識
か
ら
実

務
的
な
こ
と
ま
で
幅
広
く
教
え
て
も
ら

い
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
法

学
部
の
授
業
と
合
わ
せ
て
、
た
く
さ
ん

の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
楽
し
い
４

年
間
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
法
科

大
学
院
進
学
後
は

思
う
よ
う
に
勉
強

が
進
ま
ず
、
苦
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。

　
本
当
に
司
法
試
験
に
受
か
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
か

っ
た
の
で
す
が
、
同
窓
の
仲
間
と
励
ま

し
合
い
、
先
生
方
の
指
導
を
受
け
る
う

ち
に
徐
々
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
法
科
大
学
院
に
は
キ
ャ
レ
ル

と
い
う
半
個
室
の
自
習
室
が
あ
り
、
夜

遅
く
ま
で
集
中
で
き
た
こ
と
も
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。

　
合
格
で
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
将
来
に
つ
い
て
は
迷
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
。

お
ご
る
こ
と
な
く
、
困
っ
て
い
る
人
一

人
一
人
に
寄
り
添
え
る
弁
護
士
に
な
り

た
い
で
す
。

小
森
彩
乃
さ
ん

「ニュース専修」
年間購読のご案内

　「ニュース専修」をご愛読いただき

ありがとうございます。2021年度の
年間購読者を募集しています。購読

料は1000円（税込・郵送料含む）です。
※育友会員及び年会費納入済みの校

友会員はお手続き不要です。

※本年３月に卒業される方には、５

年間校友会からお送りいたします。

□問 ・□申  〒101 - 8425（専用郵便番号）
　千代田区神田神保町３-８

専修大学広報課　
☎ 03・3265・5819
　E-mail : koho@acc.senshu-u.ac.jp

な
か
っ
た
人
で
も
間
に
合
い

ま
す
。

旴
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
事
務
課

（
神
田
）
☎
03
・
３
２
６
５

・
６
２
０
８

（
生
田
）
☎
０
４
４
・
９
１

１
・
１
２
６
８

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
変
更
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません

都合により
お写真は掲載
致しません




